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京都府の河川整備状況

○圏域内河川の天神川、小畑川、小泉川などの主要部分は50mm/h
相当の降雨への対応は既に完了している。

○有栖川や新川、善峰川、西羽束師川支川などでは、改修を継続
して実施。

１１..治水対策の現状治水対策の現状

桂川下流圏域の河川整備状況



これまでの経緯
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《天神川のショートカット》

昭和10年の京都大洪水において甚大な
浸水被害が発生した桂川右岸ブロック
では、これまで合流していた天神川、
西高瀬川、堀川をショートカットする
ことで分断するとともに、天神川と合
流した御室川を河床掘削することで同
ブロック内の治水安全度を向上させた。

京都大水害（天神川）

西高瀬川

ショートカットのイメージ

：旧流路

：現在の流路

西高瀬川

堀川天神川 鴨川

桂川

御室川

堀川

小泉川（落差工）

ニュータウンの建設とニュータウンの建設と
併せて、河川改修併せて、河川改修

昭和40年代

《小畑川の整備》

田園地帯を流れていた小畑川周辺は、夏期の豪雨等において
度々、浸水被害が発生する地区であったが、昭和40年後半～
50年代における洛西ニュータウン造成に併せて河川改修を実
施し、現在に至っている。

現在、土砂供給が少ないため、河床低下が著しく、護床工や
低水路の改修に併せて魚道設置などによる河川の縦断方向の
連続性確保を推進している。

《小泉川》

小泉川では、桂川の河床低下により水位差が大きくなり、魚の遡上に支障が出ていた。平成16年
10月の23号台風により下流部で被災があり、災害復旧工事により下流側護床及び護岸を含めて魚
道整備が実施された。

旧流路では
合流

ショートカット

ショートカット

河床
掘削

昭和34年頃（向日市）

現在

１１..治水対策の現状治水対策の現状
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○近年発生した主な洪水氾濫実績を示す

近年の浸水状況

洪水氾らん箇所
※浸水箇所は、昭和55年～平成10年の

実績浸水域を重ね合わせて表示

１１..治水対策の現状治水対策の現状
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新 川新 川

善 峰 川善 峰 川 西羽束師川西羽束師川

有 栖 川有 栖 川

○主な河川の改修状況を示す
河川改修状況

改修前
改修前

改修前

改修後

改修後

改修前

改修後

１１..治水対策の現状治水対策の現状

改修後



河川改修以外のハード対策
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桂川右岸流域下水道（雨水）計画概要図

資料：向日市HP（下水道課）

●西羽束師川、西羽束師川支流、新川は、農業の幹線用水路
として整備されたもので，疎通能力が小さく，また緩流河川
であり低平地を流れているため、洪水時には自然排水が
困難であった。このため、下水道事業による地下トンネルに
よって洪水調整を行っている。

●京都市、向日市をはじめ各市で頻発する浸水被害を低減させるための雨水貯留・浸透
施設による総合的な治水対策が進められている。

雨水対策としての下水道整備事業

総合的な治水対策

いろは呑龍トンネル

○桂川下流圏域では、河川改修以外に総合的な治水対策による雨水流出の
抑制や下水道事業による地下トンネルを設置することで河川氾濫や内水被
害を抑制している。

１１..治水対策の現状治水対策の現状

雨水流出
抑制施設

雨水流出
抑制施設

雨水貯留施設雨水貯留施設

雨水浸透施設雨水浸透施設

校庭・運動場貯留
公園緑地貯留
駐車場貯留
棟間貯留
広場貯留
地下貯留
屋上貯留

校庭・運動場貯留
公園緑地貯留
駐車場貯留
棟間貯留
広場貯留
地下貯留
屋上貯留

浸透トレンチ
浸透ます
道路浸透ます
浸透側溝
浸水性舗装

浸透トレンチ
浸透ます
道路浸透ます
浸透側溝
浸水性舗装

校庭・運動場貯留

棟間貯留

屋上貯留

浸透トレンチ

浸透ます

浸水性舗装

地下貯留

総合的な治水対策



ソフト対策
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浸水想定区域図京都府河川砂防情報

京都府総合防災訓練

防災マップ等を活用した水害に対する危機意識の啓発

雨量・水位情報の発信・周知のさらなる工夫

防災訓練等の実施

雨水浸透・貯留の啓発

●宅地等に雨水貯留浸透施設設置工事を行う人に
補助金を交付する自治体があります。宅地化の
進展に伴い雨が降ると屋根や舗装など雨水が直
接側溝に流れ、川に流れ出る流出量が増えます。
（京都市、長岡京市で実施）

●個々の家庭で雨水貯留浸透施設による対策を進
め降雨時の流出量を抑え水害を防止することが
できます。

１１..治水対策の現状治水対策の現状

天神川・御室川・宇多川

小畑川

京都市
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○水利権の96.7％が農業用水である。

○農業用水以外では善峰川において防火用水として利用されている。

水利権状況

○河川別では小畑川、新川、西高瀬川、善峰川、小泉川の利用が多い。

河川別水利権状況

利 水

○洪水を効率的に排水するため、直線的
な河川として整備された河川が多い。

○水量が少なく水涸れが見られたり、護岸が高
いため、親水性が乏しい。

水涸れ（西高瀬川)

○貴重な都市空間のオープンスペースにも係わらず、桜並木などの植栽や親水
整備は限られた区間にとどまる。

高い護岸（天神川）

河川環境

96.7%

1.1%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

灌漑 消防 その他

遊歩道（天神川）

直線的な河川（小畑川）

(件)

水
利

権
数
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長岡京市ゲンジボタルを育てる会の活動（小泉川）

ゲンジボタル生息地（小泉川）

○ホタルの保護・育成と自然環境の保全・河川美化などをめざし、「長岡京市ゲン
ジボタルを育てる会」などの住民活動が積極的に行われており、住民の関心が
高いことが伺える。

○桂川右岸丘陵地ブロックの小畑川では、平成6年度～平成21年度に4回の「河川
水辺の国勢調査」を実施し、河川内魚類の生息実態を把握している。

《特定種》

特定種として環境省レッドデーターブックおよ
び京都府版レッドデーターブックにおける選定種
は確認されなかったが、健全な小河川の指標生
物となり、生息環境の悪化により減少していると
いわれているドジョウが確認された。

《特定外来種》

平成6年、11年、16年の過年度調査におい
てブラックバス、平成11年、16年にはブルー
ギルが捕獲確認されている。平成21年度調
査では確認されなかった。

《個体数の変化》

カワムツなど減少した魚種の好む水深のある緩流部や水際植生が減少し、オイ
カワやカワヨシノボリの好む流れのある砂礫河床の開放的な平瀬が増加すると
いった河川環境の変化が、平成15～20年に行われた河川整備の影響から一次的
に発生した可能性がある。

ドジョウ

ブルーギル

生 物

２２.河川利用・河川環境の現状
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○代表的な水質指標であるBOD値は、近年、環境基準の設定のある河川では基準値
を満たしている。環境基準の設定のない河川でも概ね良好な数値となっている。

水 質

（ ）内は環境基準(水域分類型)
資料：公共水域及び地下水の水質測定結果

水質測定地点及び環境水準水域類型

【ＢＯＤとは】

水中の好気性微生物の増殖や呼吸によって消費される酸素量のことです。水の有
機物汚染が大きければその有機物を栄養分とする微生物の活動も活発になり、微生
物によって消費される酸素の量も増加します。ＢＯＤが大きければ水中の有機物汚染
が大きいことを示すため、水の有機物汚染の指標とされています。

水質の経年変化（主な河川）

２２.河川利用・河川環境の現状
B
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値
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２２.河川利用・河川環境の現状
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○西高瀬川では天神川で分断された東側の３．６ｋ～１１．６ｋの約８．０ｋｍを対象に、水環境改
善緊急行動計画（清流ルネッサンスⅡ）の取組が行われている。
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○河川事業

①導水事業
天神川以東の西高瀬川下流部に、分断され
ている流れをつなぎ、浄化と水量確保を実
施する。

②親水拠点整備
公園や小学校など人が集まる拠点となる
ような箇所について、緑地環境と連携し、
親水性に配慮した空間整備を行う。

○下水道事業

合流式下水道の雨水吐
から降雨時に流出する
ごみ等を削減するため、
スクリーンを設置する
等の対策を講じる。

○その他

流域住民等により地区ごとに行われている
清掃活動などを支援する。

その他区間

流域

下水道雨水吐（未対策）

下水道雨水吐（対策済）

計画対象区間

①～⑥ 写真位置

公園

その他区間

流域

下水道雨水吐（未対策）

下水道雨水吐（対策済）

計画対象区間

①～⑥ 写真位置

公園

清流ルネッサンスⅡ概要

○小泉川、小畑川などにおいては、維持工事などと併せて、落差
工における魚道設置や低水路における自然に配慮した改良を
行っている。

小泉川（落差工）

小畑川（川の舞台）

下水道雨水吐 雨水吐濾過スクリーン

○親水性の向上のため、都市公園と隣接するような箇所で階段工
などの設置を行なっている

有栖川

小畑川（落差工）

これまでの取組


